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業績予想（連結）の修正に関するお知らせ 
 

当社は、最近の業績の動向等を踏まえて 2024年 5月 13日に公表いたしました 2025 年 3月期通期（連結）

業績予想（2024年4月１日～2025年3月31日）を修正することといたしましたので、お知らせいたします。 

記 

１．通期業績予想の修正について 

(1) 2025 年 3 月期通期連結業績予想の修正（2024 年 4 月１日～2025 年 3 月 31 日） 

 売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する 

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（A） 
百万円 

1,534 

百万円 

81 

百万円 

77 

百万円 

48 

円 銭 

19.53 

今回修正予想（B） 1,826 134 130 101 33.65 

増減額（B―A） 292 53 53 53 － 

増減率（％）  19.1 65.4 68.8 110.4 － 

（ご参考）前期実績 

(2022 年 12 月期) 
592 △216 △236 △361  

 

２．修正の理由として 

通期の業績予想（連結）につきましては、2024 年５月 13 日に公表いたしました業績予想を上記のように

修正いたしました。これは当社の 2025 年 3 月期の業績につき、当社の中期経営計画での投資関連事業の当

初の計画値として売上高 68,000 千円を見込んでおりましたが、当第１四半期においてＡＬＩＮプロジェク

トが関連建築工事なども受注することを含め、契約に至り、すでに搬入据付作業が完了したことから、売上

高として 359,810 千円が確定したと見込めるためであります。ただし、当第１四半期会計期間においては今

回のＡＬＩＮプロジェクトの請負契約の内容から売上計上せずに、前受金としてその他の流動負債に仕訳し

ております。よって実際の売上計上は当期第３四半期になると判断しております。 

今回のＡＬＩＮプロジェクトは「魚加工廃棄物にたいする亜臨界水技術利用」としての稼働を前提とした

ものですが、ＡＬＩＮプロジェクトの事業としての社会性、環境関連事業としての地域貢献等の好影響を評

価され、自治体の助成金対象ともなっており、今後もテストプラントによるアセスメントを経て、将来にお

いては本格的な稼働を目指せるものと判断しております。 

今回の修正は上記のような理由により、行うものであり、当社として中長期的視野に立って策定した中期

経営計画の事業方針や方向性、事業内容を遵守し、今後も当社の企業価値向上を図って参ります。 

(注)本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、本資料の発表日時点において当社が入手

している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいて作成したものであり、その達成を当社とし

て約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により予想数値と異なる可能性が

あります。 

以 上 


